
未来技術社会実装事業とは！！
未来技術(※)を活用し、課題解決に取り組む自治体に
対し、関係府省庁による伴走型支援を行う事業

プログラム（予定）

■自動運転車両を活用した公共交通サービス
＊和歌山県太地町 総務課 和田正希様

■医療相談アプリの開発・運営
＊株式会社リーバー 代表取締役 伊藤俊一郎様

上記の登壇者に加え、筑波大学教授 川島宏一様に
ファシリテーターを担っていただき、未来技術を活用し地域
課題の解決に向けた取り組みの中で重要な学びと修正
の力についてパネルディスカッションをしていただきます。

①取組事例紹介［14:00～14:45］

■１４：００～１６：００
■開催方法／オンライン（Zoom）

現在、本事業に取り組んでいる自治体の方だけでなく、これから未来技術を使って地域課題解決に取り組みたいと
お考えの自治体の方にもご参加いただけますので、奮ってご応募ください。

令和５年度 第２回
未来技術社会実装事業 ミニシンポジウム

～未来技術を活用した取組事例から学ぶ
地域課題の解決～

参加申込方法
 以下の申込フォームよりお申し込みください

申込期限：令和６年2月20日(火) 17:00
https://forms.office.com/r/RsetCs1AmR

申込フォームにアクセスが出来ない場合は、左記の
お問い合わせ先（株式会社アルテップ）宛に、必
要事項（団体名、所属・名前（フルネーム）・
Zoomのアドレスをお送りするメールアドレス・電話
番号）を記載の上、メールにてご連絡ください。

～お問い合わせ先～
【ミニシンポジウムの内容について】

内閣府地方創生推進事務局 （主催）
担 当：米山、金林
メール：g.mirai.s5m@cao.go.jp
電 話：03-6206-6174

【参加申込について】
株式会社アルテップ(内閣府委託事業受託者）

担 当：三村、柴田
メール：mirai@artep.co.jp
電 話：03-6804-2883

参加費
無料

②座談会［14:45～15:45］

③未来技術社会実装事業の概要説明
［15:45～16:00］

(※) 自動運転、AI、IoT、キャッシュレス、
ロボット、ドローン、5G、クラウドコンピューティング、
ブロックチェーン、VR/AR、ビッグデータなど

これまで…

５５事業を支援

令和６年

2月21日(水)

＜和歌山県太地町＞
・R3年度選定事業
・全町公園化を目標に
ラストワンマイルを支援

・高齢者宅を調査し
最適なルートを設定

・狭い道も走行可能
・構想から約１年半で
自動運転サービス実装

＜株式会社リーバー＞
・茨城県、つくば市（H30 年度選定）
にて支援

・つくば市長の要望に応え、遠隔医療で
地域課題を解決

提供：株式会社リーバー

提供：和歌山県太地町

筑波大学 教授
川島宏一様

株式会社リーバー 代表取締役
伊藤俊一郎様

和歌山県太地町
和田正希様
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